
一 般 質 問

令和 2 年第 3 回定例会（9 月 10 日）

質 問 者 内 容 答弁を求める

１．農業を維持・継続するための対策について 町長
髙山 豊彦 農村振興課長

（１）農家の高齢化等に伴う荒廃農地対策についての取り
組みは。

（２）厚労省の「実践型地域雇用創造事業」の支援による
和束町雇用促進協議会は今年度末で９年となるが今後
の事業体制は。

２．安全な生活環境の確保について 町長
農村振興課長

（１）長年放置されている空家対策や、そこに住みついて 総務課長
いる動物による被害への対策は。

（２）地域自主防災体制の現状は。

①コロナ禍における避難所の確保は。
②高齢者等の避難誘導体制は。

３．SDGsの目標達成の取り組みについて 町長

（１）２０３０年度を達成目標としている SDGs（持続
可能な開発目標）の取り組みは重要と考えるがそ
の考えは。

１．ふるさと納税について 町長
村山 一彦 総務課長

（１）昨年度は一昨年より受入額が減少となった。原因は 税住民課長
どこにあるのか。

（２）担当部署の人員配置はどのようなものか。

（３）和束町民が他自治体に寄付した金額はいくらか。

（４）専用サイトは、「ふるさとチョイス」を活用してい
るが増やすべきでは。

（５）返礼品を増やすべきでは。

（６）以前にも提案したが資金使途を明確にすべきでは。

２．コロナ感染症対策について 町長
福祉課長

（１）体調が悪くなった場合、PCR検査は受けられるのか。
その手順は。費用の目安は。

（２）家族に感染者が出た時、他の家族は濃厚接触者とな
り検査を余儀なくされると思うが、検査費用は自己負
担となるのか。



（３）町内で第１号感染者が出た場合、町長は防災無線で
住民に呼びかけることを考えているか。

１．地域力の向上はブランド力となる
岡田 泰正

（１）犬打峠のトンネルの開通が令和５年度末完成予定と 町長
決まった。

①宇治市⇔宇治田原町⇔和束町との相互連携は視野に
あるのか

（２）人口減少による今後の町づくりについて問う。 町長
地域力推進課長

①想定外の人口減少が進んでいる現状をどのように捉 農村振興課長
えていますか。 福祉課長
②人口減少は基幹産業のお茶の振興に如何に影響する
か。またどのように育むか。
③町内で稼いだ富を町内で循環するには何が必要か、
何が足らないのか。
④高齢化が進むことにより、高齢者が活躍できる環境
整備について。
⑤アフターコロナで新たな関係人口にテレワーカーを

getせよ。

１．今秋、冬の新型コロナウイルス感染対策の方向性、 町長
岡本 正意 対応は 福祉課長

（１）町内並びに山城南医療圏等で、インフルエンザとの
同時流行への対応について、関係機関とどう連携し協
議しているのか。

（２）PCR検査、抗原検査等の実施体制について。

①町診療所を含め町内医療機関での検査体制の整備
は。
②山城南地域での検査センターの整備は。

（３）患者の受け入れ、医療・療養体制について。
①山城南地域での重症者の受け入れ、治療は可能なの
か。
②相楽休日診療所ではどこまでの対応が可能か。
③無症状、軽症者の療養施設を南部で確保すべきでは
ないか。町の考えは。
④自宅待機の場合のケア体制はどうなるのか。
⑤保護者が感染した場合の子どものケアの方針は。

（４）今期のインフルエンザ予防接種の実施方針は。補助
をさらに拡充し、受けやすい環境整備を。

（５）感染者等に対する誹謗中傷や差別など人権侵害を許
さない町としてのメッセージ発信と、あらゆる機会、
媒体での啓発や周知の徹底を。

２．町の医療、保健、介護、福祉を担うマンパワーの 町長
確保を 福祉課長

（１）総合保健福祉施設の整備や職員の退職等も見据えた



マンパワーの確保や養成方針はあるのか、なければ早
急に確立を。

（２）診療所の医師確保に向けた検討状況は。

（３）栄養士や OT、PT など現在配置できていない専門職
の配置、計画的な養成方針の確立を。

３．シルバー人材センターの設立準備の現状は 町長

（１）協議、検討はどう進んでいるのか、開設時期は、い
つごろを目標にしているのか。


